












































































とができず、将来の計画には欠陥があった。（Damasio et al., 1990）」（Roskies, 


















による記憶指数（Wechsler Memory Scale Quotient）は 140（平均の上レベル）で、
ミ ネ ソ タ 大 学 多 面 人 格 検 査 （ MMPI: Minnesota Multiphasic Personality 













古い電話帳、壊れた 6 台の扇風機と 5 台のテレビ、濃縮オレンジジュースの空き缶 3
つ、ライター15 個、山ほどの古新聞。こうしたものでもかたくなに捨てようとしな









































































 実質的内在説５：行為者が状況 C において自分が Φ することは（道徳的に）正しいと信


















































































EVR は後期慣習的／初期ポスト慣習的レベル６に達していた。ちなみに、男性の 11 パー



















































為者が、状況 C において（自分が）Φ することは（道徳的に）正しいと信じているなら、
その行為者は C において Φ するように動機づけられている」ということであるのだから、
ロスキースは、VM 患者が一人称の道徳判断を適切に下しているということを示さなけれ





























られた。）（Kennett & Fine, 2008: 187）。 
 これにはさすがに反論のしようがないのか、ロスキースも自分の議論の不適切さを認め









際には、動機づけ一般に相当程度の欠陥があるのではないか（Kennett & Fine,2008a: 185）。










る（Kennett & Fine,2008a: 185）。 












とき、Bechara, Damasio, and Damasio (2000）は、正しい行為に関する知識は、VM 患
者を行動へと駆り立てるのに十分ではないと結論づけている。「これらのバイアスがなかっ


















































































































「あなたは A さんとその日の午後 3 時に駅の改札で合う約束をした。しかし、あなたが
いくら待っても A さんは来ない。携帯電話で連絡しても A さんは出ない。夜になってやっ























































本論文では言及できなかったが、2009 年 5 月 9 日に熊本大学で開催されたシンポジウム
での発表用パワーポイントファイルと、未刊行の論文（Nobuhara Yukihiro, “Moral 
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１ 本稿は第 22 回日本生命倫理学会年次大会（2010 年 11 月 21 日、藤田保健衛生大学）
および大阪市立大学哲学研究会第 5 回例会（2010 年 12 月 18 日、大阪市立大学）におけ
る発表に加筆訂正したものである。 
２  米国精神医学会による『精神疾患の分類と診断の手引』（Diagnostic and Statistical 
Manual of Mental Disorders）第 3 版 
３ ウェクスラー成人知能検査（Wechsler Adult Intelligence Scale）。1955 年、デイヴィ
ッド・ウェクスラー（David Wechsler）により作成。言語検査（verbal test）と動作検査

























きると主張する自然主義の一形態である。Smith, 1993 の翻訳第 2 章 2.10 を参照。 
 
 
